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各聖堂璧彗民生主管部（局）長あて 璧砦点監皇空き     叫ニュ呂即＼川ノンく1乙ノ1－  指定都市  厚生省児童家屋局企   

標記については．昭和4時り．月26日厚生省社莞第263号社会局長，児童家庭居長名を  

もって通知したところであ右が，これが実施にあたっては次の享卦こ十分留意のうえ万遅  

滞なきを期さ克たい。  

1 感謝状授与の対象について  

（り「6年以上」とは．方面奏員令（昭和11年勅令弟398号）によ卑方面蚕見であった期   

間も含めて，民生委員り巳重安貞であった全期間を通算して6年以上であれば差し支  

えないこと。  

（2）この要綱による感謝状の授与は一過去において厚生大臣の感謝状を授与された着及   

び厚生大臣の表彰又ほ藍綬褒章等を受けた着であっても一その対象とされるものであ  

ること。  

（3）感謝状を授与された民生委員■り巳童委員が将来再巧民生委員り巳童委員の委嘱を真  

．け，その要件を充たすに至った場合において．重ねて授与の対象となることは差し支  

えないものであること。  

（4）対象か・ら除外される着のうち要綱2のただし善後段「島生委員法薦11粂の規定によ   

りその職を解かれた宕等」の「等」とは，同条の規定に 

同条第1項各号に該当するような事由によって自発的に辞職するような場合をさすも  

のであること。  

（5）この要綱による感謝状の授与は死亡Lた著については行なわれないものであること．。  

この場合は，昭和31年7月3日厚生省発社第124号厚生事務次官通知及び昭和31年‘  

7月3日莞社第125号社会局長通知によるものであること。  

2 対象者の推せんについて   

一斉改選の場合にあっては．昭和37年8月23日厚生省莞社第285号厚生事務次官通知  

第2の3による推せんの際に．一斉改選以外の場合にあってILま′同道知第3の3による  

具申の際に併せて別紙様式により推せんすること。   

たゼし．今回の一斉改選にかかるものについては，昭和40年12月20日までに詣せんす   

ろこと。  

3 葱謡状ゐ交付は．この制度の蓮旨にかんがみ，できるだけ速やかに′かつ，適切な方   

法t′こより行うこと。   
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